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卵細胞によるタ ン パ ク質 の 選択的取 り込 み に関する

研究　皿　培養卵細胞 に お廿る取 り込 み

山崎建次 ， 石上 　武 （都立大 ・理 ・生物）

Selective　protein−uptake 　by　isolated　insect　 oor

cytesKENJ
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　我 々 は先に トノ サ マ バ
ッ タ を用い て．そ の 卵黄形

成期 の 卵細胞 が，体液中 の vitellogenin と同 様 に

卵 よ り調製 した lipovitellin（LV ） を選択的 に 取 り

込む こ と を 報告 した 。 こ の 選択的取 り込み の 実験系

を in　 vit 厂0 に 移す こ とが可能な ら ， よ り明確な条

件下 で 多 くの 生化学的方法 を 採用 し て 研究を 進 め る

こ とが で きる と考え，培養条件 を 検討し た 。 ．

　卵巣 よ り単離 した ovariOle （terminal 　 OOcyte

3．5〜5．5mm ）を F王TC −LV を含む培養液中で，

20℃ J14
〜18時間保温 し た 後，　 terminai 　oocyte へ

の 取 り込 み タ ン パ ク を TCA 不 溶画 分 の 螢光に よ り

定量 した 。 培養液 の 各成分 に つ い て，タ ソ パ ク の 取

り込 み と卵細胞の 安定度を考慮 して 最適濃度を求 め

た結果，NaC 】57．7mM ，　 KCI 　2．3mM ，　 CaClo　3．O

mM ，　 MgCls 　O．75mM ．　 Malic 　 acid 　 2 ．OmM ，

sucrose 　 5．0％で あ っ た。最適 pH は 7．6 付近 で あ

っ た。培養温度を25℃ とすれば，取 り込 み は 約 2 倍

とな る が ，卵細胞 の 安定性 が 低下す る の で 常時使 う

こ とは で きな か っ た。取 り込 み に 関与す る と思われ

る ア ミノ 酸は 約 12種類 あ り．そ の 最適濃度 は 現在検

討中で あ る 。

　 こ れまで の 結果を考慮した培養条件下 で は ．取 り

込み 速度 （卵表面積 ・時間当 りの タ ン パ ク 取 り込 み

量） と タ ソ パ ク 濃度の 関係は 直角双 曲線式に 従 うと

み な す こ とが で きる の で ．逆数 プ 卩 ッ トに よ っ て ，

LV と bovine　 serum 　albumin （BSA ） の 　Vm 。 x

を 試算し比 較 して み る と，LV 　Vm 。 。 20．8ng ・mln
−
s

・h−1BSA 　Vm 。x　 O．29ng ・mn ）
“s・h−i

とな り LV

Vm 。。は BSA の そ れ の 72倍 の 値を 示 した 。こ の 結

果は 語 碗 70 で の LV の 取 り込みは ぬ vivo の 場

合 と 同様，さわ め て 選択的なもの で あ る こ とを 示 し

て い る 。
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の 性状

藤井　保 ，中川博子，村川新十郎 （新潟大 ・理 ・生

物）

Haemolytic 　 and 　hoemagglUtination 　 antibody

ploduction 　to　sheep 　red 　cel【s 　三n 　the　arct 孟c

］amprey ，　Larnpetra　／apanica

TAMoTSu 　 FuJH ，　 HIRoKo 　 NAKAGAwA ，　 SHIN −

JOR6 　 MURAKAWA

　遡河 回遊中の カ ワ ヤ ッ メ を．15℃ で羊赤血 球 （SR

BC ）に よ り腹腔内感作 した とこ ろ，凝集活性ならび

に 溶 血 活性 を 示す，特 異的抗体産 生 が 認 め られ た，

1回 の 抗原量 は 個体 当 り，20℃ SRBC 　O．　5m 】 と し

me　1 回 腹腔 内投与を く り返 した。凝集素 （HA ），溶

血素（IIL）ともに ，3 回 免疫観 1週 目の 血清中 に す

で に 出現 し， 6 回 免疫後 4 週 目で ，い ずれ も最高の

抗体力価を 示 した 。経時的 に 抗体力価 の 動態 を 追跡

し た が，常 に HL が HA よ り高力晒を保 っ て い た 。

溶 血 反応 は 補体依 存性 で あ り，補体 と して 種 々 の 脊

椎動物血 清を添加 し た と こ ろ ，ウ グ イ．イ モ リ，ウ

シ ガ エ ル ，ク サ ガ メ 補体等で は ，速や か な 溶 血 反応

を示 す の に対 し．カ ワ ヤ ツ メ ，トラ ザ メ ，ニ ワ ト y ・

ヒ ト補体等で は 溶血 反応は 進行せず，カ ワ ヤ ッ メ の

HL に お い て も， 補体結合性 に 特異性が 存在 し た 。

IIA．　 HL と もに SRBC に竝 し特異的であ り，0．2

M2 −ME 中で 完全 tC失活した が，両 者は 以下 の 諸点

に お い て ，そ の 性状 を異に して い た 。 （1）HL は 1

mM 　EDTA の 存在下 で 溶血反応を起 こ さ ない の に

対 し．HA は 10mM 　EDTA に も概 して影響を う

け な い 。  HL は 易熱性 （42 ℃，30分間加熱処理

で 失活） で あ る が，HA は 56℃ 30分処 理 して も安定

で あ る。（3）凝集反応は ，反応温度 と無関 屎に 起 こ る

が ，溶 血 反応 は 低温 で 著 し く緩慢と な る。（4）Seph −

adex 　G −200 ゲ ル 炉 過法 に よ る と．　 HL ，　 HA 共，

排除溶量 に 引き続い て 分画 され るが ，HL は よ り高

分于領域 に の み 存在す る 傾向がある。 （5）DEAE −

cellulose ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ー

で 分別す る と．　 HL

が HA に 先が け て 溶 出 す る。以上 の 結果 か ら，哺

乳類 に お い て 胸腺依 存 性抗原 と して 知 ら れ て い る

SRBC に 対 して すで に 円 口 類 の 段階 で J 比較的高度

の 免疫応答能が存在す る と考 えられ る 。
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